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ごくろうさま

所
地
刷

役
遥
㈹
印

市
り
１
堂

治
ｍ
４
進

宇
穴
ｏ
新
？

所
ぢ
所

行
冊
ａ
刷

発
京
竃
印

４
面
に

１
月
の
ゴ
ミ
・
し
尿

収
集
日
程
を
掲
載

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
に
市
長
に
就
任
さ
れ
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
さ

ま
し
た
島
田
正
夫
さ
ん
は
、
十
二
月
十
八
日
任
期
満
了
の
た
め
退
任
さ
れ

ま
し
た
。
島
田
前
市
長
に
は
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
立
直
し
を
図
る
財
政

自
主
再
建
計
画
や
「
計
画
行
政
」
の
柱
と
な
る
実
施
計
画
の
策
定
な
ど
、

宇
泊
市
政
の
先
頭
に
立
っ
て
ご
努
力
い
た
だ
さ
ま
し
た
。

長市前田島るれら送に民市のく多で前舎庁市
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昭
和
五
十
一
年
十
二
月
の
始

め
に
宇
治
市
長
に
立
候
補
し
な

い
か
と
薦
め
ら
れ
、
故
渡
辺
市

長
の
跡
を
引
継
い
で
就
任
し
、

も
う
四
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

当
時
は
、
累
積
赤
字
で
大
変

な
財
政
事
情
で
し
た
。
そ
れ
に

行
政
課
題
も
五
雲
峰
の
清
掃
工

場
問
題
、
市
民
会
館
、
京
滋
バ

イ
パ
ス
、
宇
治
川
改
修
、
開
水

Ｅ
道
な
ど
山
禎
し
て
い
ま
し
た
。

二
私
は
ま
ず
、
赤
字
解
消
が
最
大

＝
の
政
治
課
題
で
あ
る
と
考
え
、

:
;
ｇ
員
に
も
苦
し
い
と
き
に
は
お

互
に
腹
八
分
で
ガ
マ
ン
し
よ
う

と
「
胃
袋
の
団
結
」
を
呼
び
か

け
、
ま
た
市
民
の
み
な
さ
ん
に

も
多
く
の
ご
要
望
が
あ
っ
た
に

赤
字
も
す
べ
て
解
消
い
た
し
ま

す
。
さ
ら
に
多
く
の
行
政
課
題

も
ほ
と
ん
ど
一
定
の
目
途
が
着

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に

市
民
の
幸
福
と

限
り
な
い
市
の
発
展
を

島
田
正
夫

も
か
か
わ
ら
ず
ご
辛
抱
を
し
て

い
た
だ
い
て
参
り
ま
し
た
。
お

か
げ
で
五
年
間
の
再
建
計
画
も

三
ヵ
年
で
達
戊
し
、
今
年
度
で

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の
賜
物
で

あ
り
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
林
田
知
事
発
想
の
山

城
総
合
連
動
公
園
も
急
ピ
ッ
チ
Ｅ

で
造
成
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
Ｅ

さ
に
山
城
の
幕
明
け
が
宇
治
か
Ｅ

ら
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
Ｅ
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、
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市
役
所
の
業
務

今
年
も
あ
と
わ
ず
か
Ｉ
一
年
末
で
開
設
し
て
い
る
市
役
所
連
絡
所

に
な
る
と
、
戸
籍
の
騰
・
抄
本
や
は
。
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
一
月

印
か
ん
証
明
の
交
付
、
税
務
な
ど
五
日
ま
で
休
み
、
六
日
か
ら
新
年

の
窓
口
関
係
の
仕
事
は
た
い
へ
ん
の
取
り
扱
い
を
し
ま
す
。

混
み
合
い
ま
す
。
ご
用
の
あ
る
人
年
内
に
住
民
票
な
ど
が
必
要
な

は
、
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
人
は
、
連
絡
所
へ
は
十
二
月
二
十

年
末
の
市
役
所
の
一
般
業
務
は
五
日
の
午
前
中
に
、
市
民
課
へ
は

十
二
月
二
十
七
日
の
土
曜
日
で
終
十
二
月
二
土
（
日
Ｑ
午
前
十
一
時

り
ま
す
。
た
だ
し
、
出
生
届
や
死
半
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

糾
錫
い
錫
ｎ
〈
休
日
急
病
診
療
所
〉

た
。
会
計
課
の
支
払
い
も
二
十
七
宇
治
市
休
日
急
病
診
療
所
は
、

日
ま
で
で
す
。
年
末
年
始
の
間
も
開
き
ま
す
。
急

〈
市
役
所
連
絡
所
〉
諮
祠
就
が

人

市
内
八
ヵ
所
の
商
店
の
ご
協
力
は
「
健
康
保
険
証
」
を
ご
持
参
く

し
尿
収
集

二
十
三
日
か
ら
一
月
十
二
日
ま

で
次
の
表
の
と
お
り
特
別
収
集
を

行
い
ま
す
。
も
し
、
年
内
に
く
み

も
れ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
必
ず
マ

ン
ホ
ー
ル
か
ら
確
め
、
十
二
月
三

十
日
心
午
前
十
時
ま
で
に
城
南
衛

管
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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心
に

だ
さ
い
。

マ
診
療
科
目
と
診
療
日
：
内
科

ク
リ
ス
マ
ス
会

市
民
図
書
室
で
は
、
子
ど
も
の

み
な
さ
ん
に
本
や
図
書
室
と
親
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
大
変
楽
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
会
‘
恚
画
Ｌ
釜
Ｌ
返
。

友
だ
ち
と
さ
そ
い
あ
っ
て
、
遠
慮

せ
ず
自
由
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

ね
。ｙ

と
き
…
1
2
月
2
2
日
側
の
午
後

１
壁
Ｔ
３
時
ｙ
と
こ
ろ
・
・
市
民

〈
聶
第
１
会
議
室
ｙ
催
し
・
・
人
形

・
小
児
科
＝
1
2
月
3
1
日
～
１
月
４

日
、
歯
科
＝
1
2
月
2
9
日
～
１
月
４

日
。
な
お
、
1
2
月
ａ
日
倒
も
平
常
通

り
開
き
ま
す
マ
所
在
地
・
・
中
治
下

居
1
3
の
２
（
市
役
所
の
向
か
い
側
）

で
、
豊
警
6
3
0
マ
受
付
時
間

・
：
午
前
９
時
５
０
分
１
午
後
４
時
３
０
分
‘

▽
診
療
時
間
・
・
牛
前
1
0
時
～
正
午

・
午
後
１
時
～
５
哨

劇
、
お
は
な
し
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、

ゲ
ー
ム
、
ゆ
び
あ
そ
び
な
ど
。

出
初
式

年
末
は
あ
わ
た
だ
し
く
、
。
火
災

予
防
も
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
。

市
消
防
本
部
で
は
、
来
年
一
月

十
日
ま
で
蕪

火
災
で
す
ご
そ

う
在
永
年
炉

を
テ
ー
マ
に
火
災
予
防
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

圃
暖
房
器
具
に
つ
い
て
吊
場
所

は
危
険
で
な
い
か
、
②
器
具
は

安
全
か
、
③
便
い
方
は
正
し
い

か
、
④
後
始
末
は
完
全
か
」
の

防
止
の
４
チ
ェ
ッ
ク
を
。

■
寝
た
ぱ
こ
の
防
止
と
寝
る
前
の

安
全
を
確
め
ま
し
よ
う
。

■
幼
児
や
老
人
を
残
し
て
外
出
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
は
手
近
に
置

か
ず
、
火
遊
び
な

ど
の
防
止
に
つ

と
め
ま
し
ょ
う
。

■
灯
油
の
保
管
場
所
は
風
通
し
の

よ
い
場
所
で
。
量
は
で
き
る
だ

け
少
な
く
し
ま
し
よ
う
。
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新
春
　
歩
こ
う
会

ｙ
と
き
・
・
ｉ
月
７
日
㈲
午
前
1
0

時
～
正
午
ｙ
と
こ
ろ
・
・
字
治
川
塔

の
島
一
帯
ｙ
内
容
・
・
・
消
防
車
の
パ

レ
ー
ド
（
午
前
９
時
4
0
分
市
役
所

出
発
ト
宇
治
橋
通
り
ト
県
通
？

塔
の
島
）
、
分
列
行
進
、
優
良
消

防
団
の
表
彰
、
ポ
ン
プ
模
範
操
法
、

4
5
口
の
一
斉
放
水
。

年
末
年
始
の

あ
知
ら
せ

水
道
管
に
も
冬
じ
た
く

夜
間
の
冷
え
込
み
が
一
段
と
き

び
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
戸
外

に
あ
る
水
道
管
は
気
温
が
氷
点
下

に
な
る
と
凍
結
し
た
り
、
破
裂
し

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
道
管
の
凍
結
を
予
防
す
る
に

は
、
地
上
に
露
出
す
る
部
分
に
布

や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
巻
き

つ
け
、
さ
ら
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

を
巻
い
て
防
水
す
る
と
効
果
が
あ

り
ま
す
。
も
し
、
凍
結
し
て
し
ま

っ
た
場
合
は
。
自
然
に
溶
け
る
の

夕
待
つ
か
、
じ
ゃ
口
を
開
け
て
凍

っ
た
部
分
に
布
を
か
ぶ
せ
、
そ
の

上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を

か
け
て
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
末
年
始
に
、
水
道
管

の
破
損
、
凍
結
な
ど
の
故
障
が
生

じ
た
と
き
、
次
の
当
番
表
に
も
と

づ
い
て
近
く
の
公
認
業
者
に
直
接

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

<年末年始の公認業者当番表〉

月
・
日
東
地
区
中
地
区
西
地
区

２
９
加
賀
Ｔ
‘
業
所
久
保
田
工
作
所
ウ
チ
ラ
管
工
事
㈱

２
０
西
田
工
業
所
照
喜
名
工
業
所
木
下
商
店

２
１
南
郷
工
業
所
森
田
水
道
Ｈ
業
所
西
岡
T
1
業
㈱

池
田
Ｔ
‘
業
所
山
田
Ｔ
‘
業
所
植
田
ポ
ン
プ
㈱

㈱
新
下
Ｔ
‘
業
大
川
設
備
㈱
彩
光
設
備

１
°
３
宇
治
川
Ｔ
‘
業
所
西
渾
設
備
Ｔ
‘
業
朝
日
建
設
㈱

市
の
見
解
を
策
定

十
一
月
十
七
日
、
市
は
日
本
を
含
む
）
部
分
に
つ
い
て
も
当
・

道
路
公
団
大
阪
建
設
局
京
滋
パ
該
地
域
の
騒
音
の
現
状
を
維
持

イ
パ
ス
エ
事
事
務
所
か
ら
蕭
す
る
と
い
う
観
点
の
も
と
に
ひ

滋
バ
イ
パ
ス
環
境
影
響
評
価
芦
さ
し
型
し
や
音
壁
、
あ
る
い
は

の
提
出
を
受
け
ま
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
道
路
上
部
に
覆

市
で
は
、
こ
の
評
価
書
を
環
い
が
で
き
る
よ
う
な
構
造
と
す

境
保
全
の
立
場
か
ら
梢
査
し
。
る
こ
と
。

検
討
を
加
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
〈
排
水
〉

京
バ
イ
環
境
彫
響
評
価
の
手
続
横
島
地
域
の
排
水
は
、
別
途

き
し
た
が
っ
て
市
の
見
解
を
策
排
水
路
を
設
置
す
る
こ
と
を
原

定
し
、
十
二
月
十
六
日
、
こ
の
見
則
と
し
て
、
水
路
管
理
者
と
協

解
を
事
業
者
に
提
示
。
京
滋
バ
議
す
る
こ
と
。

イ
パ
ス
環
境
対
策
協
議
会
の
答
〈
生
態
系
の
監
視
ｙ

申
を
尊
重
し
な
が
ら
、
評
価
書
現
存
す
る
生
態
系
を
監
視
す

と
見
解
に
そ
っ
て
事
業
を
行
う
る
観
点
か
ら
遠
路
沿
い
に
設
け

よ
う
求
め
ま
し
た
。
た
固
定
標
準
地
の
樹
種
組
成
、

そ
こ
で
、
こ
の
見
解
に
つ
い
生
育
状
態
、
活
が
度
な
ど
を
定

て
お
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。
期
的
に
継
枇
し
て
調
査
１
る
こ
と
。

◆
〈
道
路
構
造
〉

本
事
業
は
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
一
般
国
道
2
4
号
か
ら
近
鉄
京

環
境
対
策
協
吏
お
答
申
及
び
都
線
を
越
え
る
ま
で
一
連
の
高

市
襲
景
滋
バ
イ
パ
ス
対
策
特
架
構
造
に
す
る
と
と
も
に
、
一

別
委
員
会
の
意
見
を
踏
右
疋
て
、
般
国
道
2
4
号
以
東
と
同
様
、
緩

京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境
影
響
評
価
衝
緑
地
帯
を
設
け
る
こ
と
。

書
を
梢
査
・
検
討
し
た
結
果
、
’
〈
工
事
中
の
環
境
保
全
〉

次
の
事
項
ｔ
凋
た
す
な
ら
ば
妥
工
事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、

当
と
認
め
る
。
地
元
関
係
住
民
及
び
関
係
機
関

Λ
笠
取
地
城
の
イ
ン
タ
ー
と
十
分
協
議
す
る
と
と
も
に
、

チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
＞
生
活
環
境
の
保
全
に
つ
と
め
交

笠
取
地
域
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
通
安
全
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
。

ン
ジ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
位
置
（
協
定
の
締
結
〉

及
び
構
造
を
早
急
に
明
示
す
る
京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境
影
響
評

こ
と
・
価
書
な
ら
び
に
本
見
解
書
の
諸

〈
志
津
川
沿
い
の
構
造
変
更
〉
事
項
を
適
正
履
行
確
保
す
る

士
塚
川
沿
い
の
東
海
自
然
歩
見
地
か
ら
、
工
事
着
手
前
に
市

道
-
m
川
集
落
へ
の
影
響
な
と
の
間
で
京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境

ど
の
見
地
か
ら
、
墨
塚
川
沿
保
全
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
。

い
明
り
構
造
を
一
連
の
ト
ン
ネ
〈
そ
の
他
〉

ル
構
造
に
変
更
す
る
こ
と
。
産
業
、
交
通
、
大
気
汚
染
、

〈
環
境
保
全
対
策
エ
〉
騒
音
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
も

棋
島
地
域
の
高
架
構
造
部
分
京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境
対
策
協
議

は
、
地
域
の
懸
易
現
状
を
維
持
会
の
答
申
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、

す
る
と
い
う
観
点
の
も
と
に
防
音
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

対
策
を
講
じ
る
と
Ｅ
ｆ
）
に
。
併
設
〈
建
設
省
直
轄
事
業
〉

国
道
を
可
能
な
限
り
中
央
部
に
建
設
省
直
轄
事
業
に
つ
い

返
つ
け
、
緩
衝
緑
地
帯
を
拡
張
て
も
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境
影

す
る
こ
と
。
ま
た
、
宇
治
川
右
響
評
価
書
及
び
本
見
解
書
を
尊

岸
の
半
地
下
構
造
（
堀
割
り
部
重
す
る
こ
と
。

c
ｒ
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Ｃ
Ｏ
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心
に

ご
み
・
し
尿

特
別
収
集
に
変
更

市
と
城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
快
適
な
お

正
月
を
迎
え
て
い
た
’
だ
こ
う
と
、
今
年
も
ご
み
・
し
尿
収
集
の
持
別

日
程
を
組
み
ま
し
た
。

燃
え
る
ご
み

年
末
は
各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る

ご
み
の
量
が
多
く
な
る
の
で
、
燃

え
る
ご
み
の
週
二
回
収
集
を
十
二

月
三
十
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。
ご

み
を
新
年
に
持
ち
越
さ
な
い
よ
う

臨
時
ご
み

仙
郷
山
埋
立
処
分
地

燃
え
な
い
ご

み
ま
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
最
後
の
年
始
最
初
の

収
集
日
収
集
日

い
・
い
曜
い
の

区
1
2
月
2
8

’
日
１
月
５
日

い
．
い
Ｊ
ｙ
１
９
一
月
2
9
日
１
月
６
日

い
・
い
曜
い
の

区
<
Ｍ
月
3
0
日
１
月
７
日

（
財
）
宇
治
廃
棄
物
処
理
公
社
の

仙
郷
山
埋
立
処
分
地
は
、
十
二
月

三
十
日
午
前
中
ま
で
業
務
を
行
い

ま
す
（
二
十
八
日
も
平
常
業
務
）
。

年
始
は
五
日
か
ら
仕
事
を
開
始
し

ま
す
。
年
末
は
、
処
分
地
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に

ご
み
を
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
―
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
‐
―

京
バ
イ
環
境
影
響
評
価
書

無
火
災
で
年
末
年
始
を

2
8
日
か
ら
４
日
ま
で
休
み

幽一一一
圖
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―
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Ｑ
り
く

1月9日から
保育所の入所受付
産休明け保育も

福
祉
事
務
所
保
育
課
で
お
渡
し
し

て
い
ま
す
が
、
来
年
一
月
九
日
か

ら
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

【
申
込
み
で
き
る
人
】

五
十
六
年
四
月
一
日
現
在
、
乳

幼
児
が
生
後
六
ヵ
月
以
上
六
歳
未

満
で
、
母
親
が
家
庭
内
・
外
で
仕

事
を
し
て
い
る
な
ど
で
保
育
で
き

な
い
人
。
な
湖
北
木
幡
保
育
所
、

明
星
保
育
園
、
あ
さ
ひ
保
育
園
、

善
法
保
育
所
、
宇
治
保
育
所
、
槙

島
保
育
所
、
北
小
倉
保
育
所
、
小

田
旧
０

魏
鏡
宅
瞬
い

倉
双
葉
園
保
育
所
、
大
久
保
保
育
【
申
込
み
の
必
要
書
類
】

所
、
く
り
く
ま
保
育
園
の
十
保
育
母
親
の
在
職
証
明
書
と
五
十
五

所
（
園
）
で
は
、
生
後
六
週
間
以
年
分
源
泉
徴
収
票
な
ど
が
必
要
。

入所受付日と場所

消
費
者

コ
ー
ナ
ー

燃
料
と
し
て
の
ガ
ス
は
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
。
ガ
ス
に
は

都
市
ガ
ス
と
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
家
庭

で
い
ろ
い
ろ
な
不
満
や
意
見
を

も
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
。
私
た
ち
消
費
生
活

モ
ニ
タ
ー
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
ガ

ス
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
一
‐
い
、
都
市
ガ
ス
百
八
十
五

件
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
百
八
十
件

の
回
答
を
も
と
に
使
用
状
況
を

ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、
大
阪
ガ
ス
と
京
都
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
保
安
協
会
を
訪
問
。
都

市
ガ
ス
ー
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
供

給
状
況
や
安
全
対
策
、
料
金
な

都
市
ガ
ス

か
っ
た
点
が
あ

る
と
答
え
た
人

は
二
八
智
で
、

そ
の
理
由
で
は

火
力
が
強
く
な

っ
た
と
言
う
の

③
料
金
が
高
く
な
っ
た
三
〇
靫

④
炎
の
調
節
が
し
に
く
い
一
七
・

一
智
な
ど
。
（
回
答
は
複
数
）

ガ
ス
も
れ
警
報
器
を
備
え
て

い
る
人
は
九
智
と
少
な
い
結
果

で
し
た
。
安
全
面
で
気
を
つ
け

て
い
る
こ
と
で
泥
せ
ん
を
閉

め
る
″
と
答
え
た
人
が
、
百
七

十
七
件
と
最
も
多
く
あ
り
ま
し

モ
ニ
タ
ー
の
調
査
・
研
究
（
Ａ
グ
ル
ー
プ
）

が
最
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
し
た
。

か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
良
か

っ
た
点
な
し
Ａ
Ｊ
ｉ
ｂ
-
ｈ
!
て
い
ま
す
．

天
然
ガ
ス
に
切
り
替
っ
て
不

満
を
感
じ
て
い
る
人
は
六
九
む

と
多
く
、
そ
の
理
由
と
し
て
．
①

と
ろ
火
に
す
る
と
消
え
る
四
一

打
．
②
点
火
し
に
く
い
四
〇
む
．

一｀

【
受
付
の
日
時
・
場
所
一

表
の
と
μ
ｎ
ｆ
。
ま
た
。
表
の
受

け
付
け
日
に
や
む
を
得
な
い
事
情

で
申
し
込
み
の
で
き
な
い
人
に
は
。

一
月
三
十
一
日
ま
で
保
育
課
で
受

け
付
け
ま
す
。

）
引
き
続
き
入
所
希
望
の
人
（

五
十
六
年
度
も
引
き
続
き
入
所

を
希
望
す
る
人
は
、
必
要
書
類
を

そ
え
て
。
一
月
九
日
か
ら
十
四
日

ま
で
の
問
に
現
在
入
所
し
て
い
る

保
育
所
（
園
）
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。案

内

農
業
委
員選
挙
人
名
簿

来
年
は
三
年
に
一
度
の
農
業
委

員
会
委
員
の
選
挙
の
年
。

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員

会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
の
調
整
を

今
年
に
な
っ
て
何
回
ぐ
ら
い

値
上
げ
が
あ
っ
た
の
か
聞
い
て

み
ま
し
た
。
一
回
が
四
一
打
。

二
回
が
三
一
打
、
三
回
が
二
む
、

わ
か
ら
な
い
と
答
え
た
人
が
二

六
智
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使
っ
て
い

る
理
由
は
。
都
市
ガ
ス
の
本
管

が
近
く
に
な
い
こ
と
に
よ
る
も

暮
ら
し
の
中
の
ガ
ス

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

替
え
た
い
と
Ｊ
ｔ
え
た
人
が
八
一

に
も
あ
り
ま
し
た
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
不
便
さ
と

し
て
、
①
使
用
中
に
ボ
ン
ベ
の

ガ
ス
が
無
く
な
っ
た
六
一
智
、

②
料
金
が
高
い
三
習
、
③
火

力
が
弱
い
二
Ｉ
む
、
ボ
ン
ベ
の
置

市の木・市の花

募集中

（
募
集
期
間
〉
1
2
月
2
5
日
ま
で
。

〈
応
募
方
法
〉
推
せ
ん
用
紙
に
木
の
名
・

花
の
名
と
そ
れ
ぞ
れ
簡
単
な
推
せ
ん

理
由
を
書
い
て
、
市
役
所
玄
関
、
市

民
会
館
、
各
市
役
所
連
絡
所
の
受
付

箱
へ
。
は
が
き
で
の
応
募
も
で
き
ま

す
の
で
、
〒
6
1
2
宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3

の
市
役
所
農
林
茶
業
課
へ
。
応
募
で

き
ま
す
の
は
、
市
民
お
よ
び
市
内
に

勤
務
す
る
人
。

（
茶
の
木
〉
茶
の
木
は
”
市
の
宝
木
”

と
し
て
、
選
定
対
象
に
し
ま
せ
ん
。

大
久
保
町
平
盛
六
－
一
二
八

藤
谷
淳
史
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

湖
史
く
ん
は
、
人
見
知
り
し
ま
せ
ん
。

で
も
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
。
内
弁
慶
”
と
か
。

宍

ま
Ｉ

ん
ヽ
ｌ
’

さ
ら
さ

子
て
だ

お
し
く

る
集
絡

Ｚ
’

掲
れ
へ

に
ま
諜

欄
生
報

の
月
広

こ
1
2
書
年
文

―

移
動
図
書
館
（
5
6
年
１
月
分
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

工
業
統
計
調
査

工
業
統
計
調
査
が
、
今
年
も
Ｉ

一
月
三
十
一
日
現
在
で
実
施
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
製
疸

Ｗ
実
態
や
活
動
を
明
ら
か
に
す
’

こ
め
、
す
べ
て
の
製
造
業
に
対
・

Ｑ
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。
ま
た

マ
年
か
ら
従
業
旦
二
十
人
以
上
の
Ｉ

｀
業
を
営
む
事
業
所
に
、
「
エ
ｔ

ｔ
‐
消
費
構
造
統
計
調
査
」
だ

″
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
は
、
今
後
忿

ｙ
府
・
市
の
諸
施
策
の
基
礎
資
一

と
し
て
利
用
さ
れ
、
と
く
に
唇

Ｗ
エ
ネ
ル
ギ
・
・
‐
問
題
な
ど
か
ら
。

こ
の
結
果
は
多
方
面
で
注
目
登

八
年
末
年
始
で
忙
し
い
と
こ
ろ
‘

Ｊ
が
、
ま
も
な
ぐ
統
計
調
査
員
Ｊ

″
伺
い
し
ま
す
の
で
調
査
に
ご
’

″
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
提
出
さ
れ
た
調
査
芒

｀
計
以
外
の
目
的
に
は
一
切
倭

レ
ま
せ
ん
の
で
。
営
業
上
の
慧

一
厳
守
さ
れ
ま
す
。

（
企
画
課

｛
市
民
図
書
室
の
休
重
日
｝

ｏ
年
末
・
年
始
・
・
・
1
2
月
2
7
日
出
1
5
6
年
１
月
５
日
間

○
１
月
・
・
・
1
2
日
、
1
5
日
、
1
9
日
、
2
6
日
、
3
1
日

〈
訂
正
）

1
2
月
１
日
号
の
日
程
で
、
い
く
つ
か
の
地
区
で
あ
や
ま

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
1
2
月

2
3
日
の
福
角
地
区
は
、
1
2
月
2
4
日
で
す
。

７Ｑ
り
Ｑ
″

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
家
の
意
向
調
査

行
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
月
一
日
現
農
業
委
員
会
で
は
、
今
年
は
じ

在
で
選
挙
人
名
簿
に
登
載
で
き
る
め
て
農
地
の
有
効
利
用
を
は
か
る

人
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。
た
め
の
農
家
の
意
向
調
査
を
実
施

登
載
申
請
で
き
る
の
は
、
①
一
、
し
ま
す
。

○
○
○
平
方
μ
以
上
の
農
地
を
耕

作
し
て
い
る
人
、
②
耕
作
し
て
い

る
人
と
同
居
の
親
族
ま
た
は
配
偶

者
で
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日

ま
で
に
出
生
し
、
年
間
六
十
日
以

上
耕
作
に
従
事
す
る
人
で
す
。

来
年
一
月
十
日
ま
で
に
申
請
書

ん
を
締
め
る
と

答
え
た
人
が
七

〇
智
と
圧
倒
的

こ
の
調
査
は
、
農
業
経
営
の
能

率
化
を
は
か
り
、
行
政
機
関
の
農

業
行
政
を
円
滑
に
進
め
て
ゆ
く
た

め
の
も
の
で
す
。

年
末
年
始
の
忙
し
い
時
期
で
す

が
、
調
査
員
が
調
査
票
を
配
り
に

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

募
集

゛゛゛

ガ
ス
料
金

ア
ル
バ
イ
ト
職
員

市
で
は
、
保
健
婦
ま
た
は
助
″

婦
の
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
を
募
集
’

で
い
ま
す
。

ご
希
望
の
人
は
、
市
役
所
管

課
ま
た
は
保
健
衛
生
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
願
い
し
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と

は
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
。
（
農
業
委
員
会
）

医
療
関
係
者
の

年
末
届
出

医
療
関
係
に
従
事
し
て
い
る
人

や
医
師
、
歯
科
医
師
。
薬
剤
師
、

保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
（
士
）
、

准
看
護
婦
（
士
）
、
歯
科
衛
生
士
、

歯
科
技
工
師
な
ど
資
格
の
あ
る
人

は
、
毎
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在

の
就
業
状
況
な
ど
に
つ
い
て
届
け

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

あ
て
は
ま
る
人
は
、
来
年
一
月

十
五
日
ま
で
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
届
出
先
は
、
歯
科
衛
生
士
と

歯
科
技
工
士
の
み
京
都
府
衛
生
部

医
療
課
で
、
そ
れ
以
外
は
保
健
所

で
す
。
（
京
都
府
）

用
途
地
域
図
の
販
売

市
で
は
、
用
途
地
域
図
を
一
般

に
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

こ
の
図
面
は
こ
れ
ま
で
の
も
の

を
現
状
に
即
し
た
地
図
に
し
た
も

の
で
、
宇
治
市
の
市
街
化
区
域
内

の
用
途
地
域
図
（
一
万
分
の
一
）

で
す
。
必
要
な
人
は
、
市
役
所
都

市
計
画
課
へ
。
（
都
市
計
画
課
）

2
0
歳
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー

成
人
の
日
の
つ
ど
い
実
行
委
員

会
で
は
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
バ
ザ

ー
を
来
年
１
月
１
１
日
に
開
き
ま
す

が
、
今
月
中
、
出
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
出
品
は
社
会
教
育
課
ま

で
。

（
社
会
教
宥
課
）

…
…
…
い

。
…
…
｛
｛
｝
｝
｀
一
Ｉ
Ｊ

廠

廠

一

一
万

一
゛

一

匹
一

千
一
】
三
…
…
…
ヤ
ソ
づ
Ｉ

』
゜
』
゜
‘
¨
｛
゛
匹

‐

一
″
■
一
’

回

励
Ｊ
゛
゛
‘
・

’
ヽ
ｙ
″
・
・
！

お
知
ら
せ犀

－
‐

－

一一一一一一一一″一一一一一一一一一一一一

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ｙ

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

－

ｉ

ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

一
・
‘
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8
01

8
1
　
1
月
の
相
談

カ
レ
ン
ダ
ー

市役所清掃課

前
赤
国
ヽ
中
ノ
開
以
ヽ
ヽ
番
ｊ
ｊ
除
ヽ
中
派
３
市

信
ヽ
ヽ
浦
正
壇
新
鉄
塚
華
弐
神
山
を
山
。
新
ヽ
部
ｊ
の

京
内
畑
西
の
ヽ
ヽ
国
里
蓮
ヽ
天
丸
筋
ノ
ヽ
裏
一
３
語
で

南
ノ
山
ゝ
西
庄
浦
ヽ
一
・
神
の
ヽ
道
上
荒
屋
口
山
毛
ま

ら
Ｉ
陣
北
戸
以
ノ
西
割
ヽ
３
楽
野
南
島
国
ヽ
ノ
茶
ｊ
ノ
西
ヽ
前

か
廟
ヽ
ヽ
瀬
鉄
北
ヽ
番
田
田
妙
ヽ
以
中
ヽ
竹
中
・
筋
南
ヽ
山
信

前
御
園
尾
大
国
ｊ
ヽ
林
三
皆
山
・
琶
鉄
ヽ
山
大
ヽ
裏
道
ヽ
域
中
京

銀
の
御
桧
一
ｓ
東
川
梅
・
日
ヽ
番
琵
国
谷
寺
ヽ
田
西
府
尻
全
ヽ
南

京
丿
北
ヽ
ヽ
畑
端
ノ
古
ヽ
二
｀
振
壱
ヽ
ヽ
ｊ
宮
ヽ
ロ
ノ
の
の
ノ
の
尻
ら

ヽ
浦
以
田
畠
内
南
芝
・
林
・
本
又
ヽ
居
森
べ
ヽ
裏
ノ
中
筋
で
井
東
井
か

池
西
３
鉄
山
北
３
一
Ｉ
の
田
大
一
岡
ヽ
字
下
若
ｊ
ｊ
山
丿
東
南
ｊ
ヽ
道
ま
ヽ
以
ヽ
前
３

堀
の
島
国
畑
ヽ
中
中
山
東
西
Ｊ
５
５
内
文
・
ヽ
域
神
域
尖
棟
ヽ
ヽ
棟
・
田
剛
国
切
盛
林
銀
棟

南
北
田
ヽ
ヽ
原
東
西
南
以
ヽ
添
角
村
舎
域
東
宇
山
落
全
野
全
ヽ
2
0
山
丿
内
3
2
蔭
南
ヽ
踏
平

丿

若
京
j
4
3

ヽ
以
新
山
山
草
・
ｔ
ｌ
鉄
前
野
福
上
宿
全
ヽ
ヽ
東
矢
く
ヽ
く
開
〃
里
裏
ノ
ゝ
ヽ
田
鉄
ヽ
く
・
・
ヽ
浦
ｊ
ゝ

池
筋
の
蔭
蔵
金
中
島
畑
国
谷
ヽ
ヽ
ｊ
ヽ
大
く
方
或
ヽ
ヽ
除
谷
除
大
１
一
屋
山
2
1
面
口
、
成
近
椋
除
谷
際
西
田
3
3

堀
道
３
東
ヽ
御
ヽ
正
北
山
ヽ
３
ヽ
道
坂
東
島
京
除
乙
丿
法
坂
を
大
を
ヽ
く
ヽ
茶
ヽ
ぐ
浮
ト
ー
新
ら
旦
を
３
大
山
の
砂
ぐ

ヽ
市
田
３
以
内
ヽ
揃
の
３
ヽ
南
丿
谷
路
島
界
折
ノ
ー
木
ヽ
を
ｊ
ｊ
ヽ
ヽ
善
米
５
ｊ
ｊ
筋
ｊ
・
筋
尾
宅
谷
・
山
宅
ｊ
・
ウ
筋
ヽ
か
ヽ
５
島
筋
・
ヽ
南
ヽ
宅

池
の
遊
域
鉄
ノ
尾
花
東
域
原
ヽ
中
岡
小
雀
寺
乏
町
―
内
町
域
域
本
尻
ヽ
ヽ
域
域
域
道
域
塚
道
噸
住
生
裏
ノ
ー
住
域
木
ヽ
道
田
前
原
白
田
道
山
浦
以
田
住

塵
悩
ａ
洪
ど
一
匹
除
剱
遣
雀
恥
囃
碩
９
ほ
面
鯖
智
ぽ
Ｇ
諮
原
作
摺
詣
作
注
循
誦
習
漆
回
詣
港

町
町
町
町
治
幡
蔵
幡
庄
幡
庄
道
庄
道
町
川
治
治
川
台
町
町
明
治
町
町
保
町
町
保
町
町
町
町
町
治
町
町
町
町
町

皿

お
｀
島
倉
地
ケ
ヶ
グ
星
津
琶
陵
Ｅ
八
野
心
一
万
晶
ｌ
娘
浪
錨
。
一
歎

小
伊
棋
小
宇
木
六
木
五
木
五
菟
五
菟
明
志
宇
宇
白
琵
南
羽
神
宇
開
広
西
広
大
西
安
伊
開
広
大
宇
小
羽
伊
小
伊
西

μ
μ
μ
μ
2
1
2
2
2
3
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1

6
7
8
9
5
6
7
8
9
2
3
4
－
５

９
ね
ｎ
乙
ｎ
乙
ｎ
乙
‘
１
１
１
１

叫
5
6
ｙ

墟南衛生管理組合

鉄

眼
Ｇ

□
□
木
端

詰
芯

一
東
徳
熊
舎

西
ｓ
以
以
ヽ
ヽ
官

冒
″
禦
四
四

蜃
回
こ
一

炭
割
さ
以
北
町
陣
削
西
島

賜

闘

四
ら
お
服
９

１
逞
人

Ｍ
ぶ
臣
朧

ヶ
森
東
東
東
御
並
中
大
｀
野
゛

難
言
説
服

蔵
ロ
｀
原
｀
尾
｀
炭
゛
村
ノ
西
゛
｀

回
護
声
貢

田
浦
ノ
山
畠
揃
御
蔵
中
丁
畑
西
林
界
浦
角
田

車
福
西
芝
南
北
花
北
御
正
一
内
以
大
寺
西
福
車

３
４
５
２

1
3
1
4
1
6
1
7
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1

１

ヽ
ｉ
ｎ
Ｊ
.
Ｉ

'
"
N
A
'
i
n
-
'
国

島
ヒ
ｒ
く

域
｀

″
脂
絆
3
Ｂ
Ｓ

地
３
鉄
皿
｀
田
志
｀

ぎ
Ｉ
竺
驀
万

言
百
難

厘
吉
難

船
ヽ
裏
大
開
蛇
森
、
尻
'
Ｋ
南

棚
弓
に
脱
、
ヽ
Ｊ
弐
作

赫
鎧
難
飯

店
囃

ヽ
陽
烋

東
東
西
・
・
ぐ
東
・
内

応
６
胆
龍
皿
ｍ
縛
掘

慧
纏
頌
貨
殖
心

’
山
谷
東
北
文
楽
本
‐
、
ノ

1
1
寺
宮
宮
宮
一
二
Ｉ
ｐ
宇
少
森
口
北

印

５
２
２
び

1
6
1
7
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
6
1

ゴミ減量に

ご協力ください

心
゛

四
一
｀

域
ウ
゜

″

一
戸
ご
四
回

．
全
以
り
・
削
原
前
ゝ

一
一

・

昌
言
蕪
己

作
絆
繋
難
回

際
釧
心
服
‰
呂

禦
四
Ｌ
詰
腰
喧
８
ｊ
詣

・
大
毛
語
谷
一
西
４
ゝ
浦
白
村
内
久
王
王

・
ぐ
ヽ
毛
大
Ｂ
、
ぐ
1
0
0
西
半
下
北
ヽ
天
天

暫
祀
汐
詐
闘
鄙
歌
腎
一
－
訟

小
中
若
中
北
東
南
南
南
山
薗
老
東
寺

携
い

3
4
6
7
9
0
1
2
3
2
4
6
2
8
2
9
0
1

1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
7
3
Q
り

只
）
Ｃ
Ｏ
Ｇ
■
J

三
一
‥

と

がこばたの本
一

い
＼

か一つ
４
噌

を
ち
1
2

一

一』
叫火も匹に

を

に
ｙ
Ｌ
ド
レ
レ
Ｌ
／

い
∩
り
川
八
‐
ｆ

―

0 ２と

し
Ｉ
４
ｒ
１
限
ｒ
ｌ
ｈ

ｂ弓咤作砂ｍＥ

』ｒ
の
磁ｉ

で
円
円

ま
０
５

で
円
1
0
5

円
万
造
筋

万
0
0
木
鉄

1
0
2
0
・
・

□
高
金

１
最
掛

・
年

作

一
臨

溜
醤
0
0
付
３
掛
Ｄ
Ｃ

命
済
ま
共

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

もえないゴミ収集日程表 し尿収集日程表

一

一

－
－

‥
中
０ｔ

一

一

一

四

－－－－

｛

犬－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
ｆ
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可
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